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１
項
第
３
号
の
道
路
に
該
当
す
る
か

は
、
昭
和
23
年
11
月
23
日
（
建
築
基
準

法
の
集
団
規
定
が
適
用
さ
れ
た
日
）
時

点
に
お
い
て
、
４
ｍ
以
上
の
道
路
幅
員

が
あ
っ
た
か
否
か
で
決
ま
り
、
行
政
処

分
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に

し
な
い
で
本
件
土
地
に
建
築
物
を
建
て

ら
れ
る
と
し
た
原
審
判
決
は
誤
っ
て
お

り
、
本
件
街
路
が
３
号
道
路
に
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
本
件
土
地
の
登

録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
本
件
土
地
の
価
格
を
上
回
ら
な
い

か
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
も

あ
り
、
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
差
し
戻

す
と
し
た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
税
法
第
３
４
９
条

第
１
項
、
同
法
第
４
０
３

条
第
１
項
、
同
法
第

３
８
８
条
第
１
項
、
建
築

基
準
法
第
42
条
第
１
項
、

同
法
第
43
条
第
１
項
た

だ
し
書

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

固
定
資
産
評
価
審
査
決
定
取

消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
30
年

７
月
17
日
判
決　

平
成
28
年
（
行
ヒ
）

第
４
０
６
号　

判
例
地
方
自
治
４
３
９

号
26
頁

破
棄
差
戻
、
行
政
勝
訴

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

平
成
28
年

６
月
23
日
判
決　

平
成
28
年
（
行
コ
）

第
46
号　

判
例
地
方
自
治
４
３
９
号
47

頁一
審　

京
都
地
方
裁
判
所　

平
成
28
年

１
月
21
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
ウ
）

第
26
号　

判
例
地
方
自
治
４
３
９
号
32

頁（
要
旨
）

土
地
の
固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て
、

当
該
土
地
の
接
す
る
街
路
が
建
築
基
準

法
第
42
条
第
１
項
第
３
号
所
定
の
道
路

に
該
当
す
る
旨
の
市
長
の
判
定
が
あ
る

こ
と
等
を
理
由
に
、
上
記
街
路
が
同
号

所
定
の
道
路
に
該
当
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
登
録
価
格
の
決
定
を
適
法
と
し

た
原
審
判
決
に
対
し
、
同
法
第
42
条
第

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

本
件
を
大
阪
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻

す
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
豊
田
幸
宏
、
同
田
篭
明

の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
京
都
市
所
在
の
４
筆

の
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
っ
た
Ａ
が
、
上
記
の
各
土
地

に
つ
き
、
京
都
市
長
に
よ
り
決
定
さ
れ

土
地
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
平
成
21

年
度
の
価
格
を
不
服
と
し
て
京
都
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
以
下
「
本

件
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
対
し
審
査

の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
棄
却

す
る
旨
の
決
定
（
以
下
「
本
件
各
決
定
」

と
い
う
。）を
受
け
た
た
め
、上
告
人（
Ａ

は
、
第
１
審
係
属
中
に
死
亡
し
、
Ａ
の

子
で
あ
る
上
告
人
が
本
件
訴
訟
を
承
継

し
た
。）
が
、
被
上
告
人
を
相
手
に
、

本
件
各
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案

で
あ
る
。
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ウ　

被
上
告
人
が
策
定
し
た
「
平
成

21
年
度
京
都
市
固
定
資
産
評
価
要
領

（
土
地
編
）」（
以
下「
京
都
市
評
価
要
領
」

と
い
う
。）
は
、
土
地
の
評
価
は
評
価

基
準
に
基
づ
い
て
定
め
た
京
都
市
固
定

資
産
評
価
要
綱
に
基
づ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
が
、
適
正
な
評
価
の
均
衡
を
確

保
す
る
た
め
、
具
体
的
な
評
価
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
要
領
に
よ
り
取
り
扱

う
も
の
と
す
る
と
し
た
上
、
市
街
地
宅

地
評
価
法
に
お
け
る
そ
の
他
の
街
路
の

路
線
価
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
地
価
形

成
要
因
を
数
量
化
し
た
「
京
都
市
土
地

価
格
比
準
表
」、「
京
都
市
細
街
路
等
に

係
る
建
築
制
限
等
に
基
づ
く
価
格
補
正

率
表
」（
以
下
「
細
街
路
等
補
正
率
表
」

と
い
う
。）、「
京
都
市
通
路
等
に
係
る

土
地
利
用
規
制
に
基
づ
く
価
格
補
正
率

表
」（
以
下
「
通
路
等
補
正
率
表
」
と

い
う
。）
等
を
活
用
し
、
主
要
な
街
路

の
路
線
価
に
当
該
主
要
な
街
路
と
そ
の

他
の
街
路
と
の
間
に
お
け
る
各
種
の
価

格
形
成
要
因
等
の
相
違
の
程
度
に
応
じ

て
求
め
ら
れ
る
格
差
率
を
乗
じ
て
、
各

街
路
の
路
線
価
を
付
設
す
る
も
の
と
し

て
い
る
。
な
お
、
建
築
基
準
法
43
条
１

項
本
文
は
、
建
築
物
の
敷
地
は
道
路
に

２
ｍ
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
同
法
42
条
が
道
路
の
定
義
を
定
め

て
い
る
（
以
下
、
同
条
に
規
定
す
る
道

路
を「
42
条
道
路
」と
い
う
。）と
こ
ろ
、

京
都
市
評
価
要
領
に
お
い
て
、「
細
街

路
等
」
と
は
、
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
行

き
止
ま
り
街
路
又
は
建
築
物
の
建
築
許

可
を
受
け
る
た
め
に
同
法
43
条
１
項
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
得
る
必

要
の
あ
る
街
路
（
42
条
道
路
又
は
通
路

等
を
除
く
。）
を
い
い
、「
通
路
等
」
と

は
、
幅
員
１
・
８
ｍ
未
満
の
街
路
、
沿

接
す
る
画
地
に
お
い
て
単
独
で
建
築
物

の
建
築
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

画
地
に
接
す
る
街
路
又
は
京
都
市
都
市

計
画
局
建
築
指
導
部
建
築
指
導
課
（
以

下
「
建
築
指
導
課
」
と
い
う
。）
に
備

付
け
の
道
路
縦
覧
図
に
お
い
て
避
難
通

路
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
42
条
道
路
を

除
く
。）
を
い
う
も
の
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
細
街
路
等
補
正
率
表

及
び
通
路
等
補
正
率
表
は
、
当
該
街
路

の
幅
員
や
通
り
抜
け
の
可
否
等
に
応

じ
、
90
％
か
ら
36
％
ま
で
の
補
正
率
を

定
め
て
い
る
。

（
２
）
ア　

Ａ
は
、
平
成
21
年
１
月

１
日
当
時
、
第
１
審
判
決
別
紙
物
件
目

額
を
求
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
市
街

地
宅
地
評
価
法
は
、〔
１
〕
状
況
が
相

当
に
相
違
す
る
地
域
ご
と
に
、
そ
の
主

要
な
街
路
に
沿
接
す
る
宅
地
の
う
ち
か

ら
標
準
宅
地
を
選
定
し
、〔
２
〕
標
準

宅
地
に
つ
い
て
、
売
買
実
例
価
額
か
ら

評
定
す
る
適
正
な
時
価
を
求
め
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
上
記
主
要
な
街
路
の
路
線

価
を
付
設
し
、
こ
れ
に
比
準
し
て
主
要

な
街
路
以
外
の
街
路
（
以
下
「
そ
の
他

の
街
路
」
と
い
う
。）
の
路
線
価
を
付

設
し
、〔
３
〕
路
線
価
を
基
礎
と
し
、

画
地
計
算
法
（
評
価
基
準
別
表
第
３
）

を
適
用
し
て
各
筆
の
宅
地
の
評
点
数
を

付
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
そ
の
他
の
街
路
の
路
線

価
は
、
近
傍
の
主
要
な
街
路
の
路
線
価

を
基
礎
と
し
、
主
要
な
街
路
に
沿
接
す

る
標
準
宅
地
と
そ
の
他
の
街
路
に
沿
接

す
る
宅
地
と
の
間
に
お
け
る
街
路
の
状

況
、
公
共
施
設
等
の
接
近
の
状
況
、
家

屋
の
疎
密
度
そ
の
他
の
宅
地
の
利
用
上

の
便
等
の
相
違
を
総
合
的
に
考
慮
し
て

付
設
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

画
地
計
算
法
と
し
て
、
無
道
路
地
等
に

関
す
る
評
点
算
出
法
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。

２　

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
ア　

地
方
税
法
３
４
９
条
１

項
は
、
土
地
に
対
し
て
課
す
る
基
準
年

度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
、
当

該
土
地
の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日

に
お
け
る
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
又
は

土
地
補
充
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
も

の
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
を
「
登
録
価
格
」
と
い
う
。）

と
す
る
旨
規
定
し
、
同
法
４
０
３
条
１

項
は
、
市
町
村
長
は
、
同
法
３
８
８
条

１
項
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て

固
定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
規
定
す
る
。
平
成
21
年
度

は
上
記
の
基
準
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
に

係
る
賦
課
期
日
は
平
成
21
年
１
月
１
日

で
あ
る
。

イ　

固
定
資
産
評
価
基
準
（
昭
和
38

年
自
治
省
告
示
第
１
５
８
号
。以
下「
評

価
基
準
」
と
い
う
。）
は
、
第
１
章
第

３
節
に
お
い
て
、
主
と
し
て
市
街
地
的

形
態
を
形
成
す
る
地
域
に
お
け
る
宅
地

に
つ
い
て
は
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に

よ
っ
て
各
筆
の
宅
地
に
つ
い
て
評
点
数

を
付
設
し
、
こ
れ
を
評
点
１
点
当
た
り

の
価
額
に
乗
じ
て
、
各
筆
の
宅
地
の
価
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録
２
か
ら
５
ま
で
記
載
の
各
土
地
（
以

下
「
本
件
各
土
地
」
と
い
い
、
個
別
の

土
地
を
い
う
と
き
は
、
同
目
録
の
番
号

に
よ
り
「
本
件
土
地
２
」、「
本
件
土
地

３
」な
ど
と
い
う
。）の
所
有
者
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
っ
た
。
本
件
各
土
地
は
、
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
一
団
の

土
地
で
あ
る
。

イ　

京
都
市
長
は
、
あ
る
道
が
42
条

道
路
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判

定
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

調
査
し
た
上
で
判
定
（
以
下
「
道
路
判

定
」
と
い
う
。）
を
し
、建
築
指
導
課
は
、

道
路
判
定
の
内
容
を
道
路
縦
覧
図
に
表

示
し
て
い
る
。
京
都
市
長
は
、
平
成
18

年
11
月
８
日
、
本
件
各
土
地
の
西
側
に

接
す
る
街
路
（
以
下
「
本
件
街
路
」
と

い
う
。）
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
42

条
１
項
３
号
所
定
の
道
路
（
以
下
「
３

号
道
路
」
と
い
う
。）
に
該
当
す
る
旨

の
道
路
判
定
（
以
下
「
本
件
道
路
判
定
」

と
い
う
。）
を
し
た
。
な
お
、
本
件
街

路
が
３
号
道
路
に
該
当
す
る
た
め
に

は
、
本
件
街
路
が
所
在
す
る
区
域
に
つ

い
て
同
法
第
３
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
に
至
っ
た
昭
和
25
年
11
月
23
日
時
点

25
年
11
月
23
日
時
点
で
道
と
し
て
存
在

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
幅
員
は
４
ｍ
以

上
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
本
件
各
土
地

の
価
額
に
つ
い
て
は
、
本
件
街
路
が
３

号
道
路
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
前
提
に

算
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
本
件
各
土
地
の
価
額
は

市
街
地
宅
地
評
価
法
に
よ
り
算
出
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
、
要
旨
次
の

と
お
り
判
断
し
て
、
上
告
人
の
請
求
を

棄
却
し
た
。

昭
和
25
年
11
月
23
日
時
点
で
本
件
街

路
の
幅
員
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
は

明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
本
件
道
路
判

定
は
相
応
の
根
拠
の
下
に
本
件
街
路
が

３
号
道
路
に
該
当
す
る
旨
の
判
定
を
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
建
築

確
認
等
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
本
件
各
土
地

が
42
条
道
路
に
接
し
な
い
と
し
て
建
築

確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

に
そ
の
上
に
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
態
と
な
る
可
能
性
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
街
路
が
３
号

道
路
に
該
当
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

で
、
本
件
街
路
が
幅
員
４
ｍ
以
上
の
道

と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ウ　

京
都
市
長
は
、
本
件
各
土
地
の

平
成
21
年
１
月
１
日
に
お
け
る
価
格
を

次
の
と
お
り
決
定
し
、
土
地
課
税
台
帳

に
登
録
し
た
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
価
格

を
併
せ
て
「
本
件
登
録
価
格
」
と
い

う
。）。

本
件
土
地
２	

６
７
０
万
０
１
０
０
円

本
件
土
地
３	

１
１
２
５
万
２
５
０
０
円

本
件
土
地
４	

４
７
６
０
万
４
５
０
０
円

本
件
土
地
５	

８
８
７
万
３
８
０
０
円

京
都
市
長
は
、
本
件
登
録
価
格
を
決

定
す
る
た
め
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に

よ
り
本
件
各
土
地
の
価
額
を
算
出
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
他
の
街
路
で
あ
る
本
件

街
路
の
路
線
価
を
付
設
す
る
に
当
た

り
、
細
街
路
等
補
正
率
表
及
び
通
路
等

補
正
率
表
所
定
の
補
正
率
を
用
い
た
補

正
を
し
な
か
っ
た
。

エ　

Ａ
は
、
平
成
21
年
５
月
25
日
、

本
件
委
員
会
に
対
し
、
本
件
登
録
価
格

を
不
服
と
し
て
審
査
の
申
出
を
し
た

が
、
本
件
委
員
会
は
、
同
24
年
１
月
６

日
付
け
で
、
同
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の

本
件
各
決
定
を
し
た
。

オ　

上
告
人
は
、
本
件
街
路
が
昭
和

本
件
登
録
価
格
の
決
定
は
適
法
で
あ

る
。４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
各
決
定
は
、
本
件
登
録

価
格
の
決
定
に
違
法
は
な
い
と
し
て
、

こ
れ
に
係
る
上
告
人
の
審
査
の
申
出
を

棄
却
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
土
地

の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け

る
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
場
合
に
は
、

同
期
日
に
お
け
る
当
該
土
地
の
客
観
的

な
交
換
価
値
と
し
て
の
適
正
な
時
価
を

上
回
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

登
録
価
格
の
決
定
は
違
法
と
な
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
24

年
（
行
ヒ
）
第
79
号
同
25
年
７
月
12
日

第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
67
巻
６
号

１
２
５
５
頁
）。

（
２
）
42
条
道
路
に
接
し
な
い
土
地

の
上
に
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
建
築
基
準
法
43
条
１
項
本
文

所
定
の
接
道
義
務
に
違
反
す
る
も
の
と

し
て
、
建
築
主
事
又
は
指
定
確
認
検
査

機
関（
以
下「
建
築
主
事
等
」と
い
う
。）

の
建
築
確
認
（
同
法
６
条
、６
条
の
２
）



自治体法務研究 2019・春◆ 122

を
原
則
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
れ
を
受
け
る
た
め
に
は
、
特
定

行
政
庁
の
許
可
（
同
法
43
条
１
項
た
だ

し
書
）
を
受
け
る
こ
と
等
が
必
要
と
な

る
。
42
条
道
路
に
接
し
て
い
な
い
土
地

は
、
こ
の
よ
う
な
利
用
上
の
制
約
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
42
条
道
路
に
接
し
て
い

る
土
地
に
比
べ
て
、
一
般
的
に
そ
の
価

額
は
低
下
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
評
価
基
準
は
、
市
街
地
宅
地

評
価
法
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
街
路
の

路
線
価
を
付
設
す
る
に
当
た
り
、
街
路

の
状
況
等
を
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
も

の
と
す
る
ほ
か
、
画
地
計
算
法
と
し
て

無
道
路
地
等
に
関
す
る
評
点
算
出
法
を

定
め
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
評
価
基
準
は
、
土
地

の
価
額
の
算
出
に
当
た
り
、
接
道
義
務

に
関
す
る
当
該
土
地
の
利
用
上
の
制
約

の
有
無
及
び
程
度
を
反
映
す
る
た
め
、

こ
れ
が
街
路
に
接
し
て
い
る
か
否
か
、

接
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
街
路
が
42

条
道
路
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

も
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
も
の

と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
京
都
市
評
価
要

領
は
、
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
市
街
地

宅
地
評
価
法
に
お
け
る
そ
の
他
の
街
路

判
定
の
内
容
が
道
路
縦
覧
図
に
表
示
さ

れ
、
建
築
確
認
に
際
し
て
は
、
そ
の
運

用
上
、上
記
の
表
示
等
を
も
参
照
し
て
、

当
該
道
が
３
号
道
路
に
該
当
す
る
か
否

か
の
判
断
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
道
路
判

定
の
性
質
に
照
ら
せ
ば
、
当
該
道
の
３

号
道
路
該
当
性
に
つ
き
、
建
築
主
事
等

が
道
路
判
定
と
異
な
る
判
断
を
す
る
こ

と
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
本
件
街
路
が
３
号
道
路
に
該
当

す
る
か
否
か
は
、
昭
和
25
年
11
月
23
日

時
点
で
本
件
街
路
が
幅
員
４
ｍ
以
上
の

道
と
し
て
存
在
し
た
事
実
が
客
観
的
に

認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
り
定
ま
る
以

上
、こ
の
よ
う
な
事
実
が
認
め
ら
れ
ず
、

本
件
街
路
が
３
号
道
路
に
該
当
す
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
本

件
道
路
判
定
が
さ
れ
て
い
て
も
、
建
築

主
事
等
は
、
本
件
各
土
地
が
３
号
道
路

に
接
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
建

築
確
認
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ウ　

し
た
が
っ
て
、
本
件
街
路
が
３

号
道
路
に
該
当
す
る
た
め
の
要
件
を
満

た
す
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
し
な

が
ら
、
本
件
道
路
判
定
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
等
を
理
由
に
、
建
築
確
認
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
本
件
各
土

地
上
に
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
態
と
な
る
可
能
性
は
な
い
と

し
て
、
本
件
街
路
が
３
号
道
路
に
該
当

す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
本
件
登
録
価

格
の
決
定
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
原
審

の
判
断
に
は
、
固
定
資
産
の
評
価
等
に

関
す
る
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違

法
が
あ
る
。

５　

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
上
記

判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。

論
旨
は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て

理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ

な
い
。
そ
し
て
、
本
件
街
路
が
３
号
道

路
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
否

か
、
本
件
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
本
件
各
土
地
の
価

格
を
上
回
ら
な
い
か
否
か
等
に
つ
い
て

更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件

を
原
審
に
差
し
戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

林
景
一　

裁
判

官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

山
崎
敏

充　

裁
判
官　

戸
倉
三
郎　

裁
判
官　

宮
崎
裕
子
）

の
路
線
価
の
付
設
に
際
し
、
当
該
街
路

が
42
条
道
路
に
該
当
し
な
い
細
街
路
等

又
は
通
路
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

利
用
上
の
制
約
の
程
度
に
応
じ
た
補
正

を
す
べ
き
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
ア　

建
築
基
準
法
42
条
１
項

３
号
は
、
同
法
第
３
章
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
に
至
っ
た
際
現
に
存
在
す
る
道

で
、
幅
員
４
ｍ
以
上
の
も
の
を
道
路
と

す
る
旨
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
客
観

的
に
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
道
に
つ

い
て
は
、
そ
の
こ
と
の
み
を
も
っ
て
当

然
に
42
条
道
路
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
道
が
３
号

道
路
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

市
町
村
長
等
が
そ
の
判
定
を
す
る
法
令

上
の
根
拠
も
見
当
た
ら
な
い
。　

そ
う
す
る
と
、
３
号
道
路
該
当
性
に

関
す
る
京
都
市
長
の
道
路
判
定
は
、
事

実
上
の
確
認
行
為
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
当
該
道
が
３
号
道
路
に

該
当
し
、
又
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
確

定
す
る
効
果
を
持
つ
行
政
処
分
の
性
質

を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ

る
。イ　

被
上
告
人
に
お
い
て
は
、
道
路
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議
場
に
お
け
る
発
言
取
消
請

求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

平
成
30
年

４
月
26
日
判
決　

平
成
29
年
（
行
ヒ
）

第
２
１
６
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

判
例
地
方
自
治
４
３
４
号
10
頁

破
棄
自
判
、
行
政
勝
訴

原
審　

名
古
屋
高
等
裁
判
所　

平
成
29

年
２
月
２
日
判
決　

平
成
27
年（
行
コ
）

第
53
号　

判
例
地
方
自
治
４
３
４
号
18

頁一
審　

名
古
屋
地
方
裁
判
所　

平
成
27

年
９
月
28
日
判
決　

平
成
26
年（
行
ウ
）

第
１
４
８
号　

判
例
地
方
自
治
４
３
４

号
15
頁

（
要
旨
）

議
会
の
議
長
が
、
議
員
に
対
し
、
地

方
自
治
法
第
１
２
９
条
第
１
項
に
基
づ

き
、
同
議
員
の
発
言
を
取
り
消
す
よ
う

命
じ
、
配
布
用
会
議
録
か
ら
当
該
発
言

記
録
を
削
除
し
た
こ
と
に
対
し
、
法
律

上
の
争
訟
と
し
て
司
法
審
査
の
対
象
と

な
る
と
し
た
原
審
判
決
に
対
し
、
地
方

議
会
に
お
け
る
法
律
上
の
係
争
に
つ
い

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

被
上
告
人
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上
告

人
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
中
込
秀
樹
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、愛
知
県
（
以
下
「
県
」

と
い
う
。）
の
議
会
の
議
員
で
あ
る
被

上
告
人
が
、
県
議
会
議
長
か
ら
、
地
方

自
治
法
１
２
９
条
１
項
に
基
づ
き
、
県

議
会
の
一
般
質
問
に
お
け
る
県
知
事
に

対
す
る
発
言
の
一
部
を
取
り
消
す
よ
う

命
じ
ら
れ
た
（
以
下
、こ
の
命
令
を
「
本

件
命
令
」
と
い
う
。）
た
め
、
上
記
発

言
は
社
会
通
念
上
相
当
な
内
容
の
も
の

で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
上
告
人
を
相
手

に
、
本
件
命
令
の
取
消
し
を
求
め
る
事

案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

て
は
、
一
般
市
民
法
秩
序
と
直
接
の
関

係
を
有
し
な
い
内
部
的
問
題
に
と
ど
ま

る
限
り
、
そ
の
自
主
的
、
自
立
的
な
解

決
に
委
ね
る
の
を
適
当
と
し
、
裁
判
所

の
司
法
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と

こ
ろ
、
配
布
用
会
議
録
か
ら
当
該
議
員

の
発
言
を
掲
載
し
な
い
旨
を
定
め
た
県

議
会
規
則
第
１
２
１
条
第
２
項
及
び
第

１
２
２
条
は
、
同
規
則
第
１
２
３
条
の

規
定
と
併
せ
て
同
法
第
１
２
３
条
第
１

項
の
定
め
る
議
長
に
よ
る
会
議
録
の
調

整
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
規
律
を
定
め

た
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
、

県
議
会
議
員
に
対
し
て
議
事
に
お
け
る

発
言
が
配
布
用
会
議
録
に
記
載
さ
れ
る

権
利
利
益
を
付
与
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
県
議
会

議
員
に
対
す
る
発
言
の
取
消
命
令
は
、

司
法
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
こ
れ
を
却

下
し
た
一
審
判
決
は
正
当
で
あ
り
、
被

上
告
人
の
控
訴
を
棄
却
す
る
と
し
た
事

例
で
あ
る
。

（
１
）
被
上
告
人
は
、
平
成
26
年
９

月
29
日
、
定
例
県
議
会
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
県
知
事
に
対
し
、
第
１
審
判

決
別
紙
１
「
発
言
目
録
」（
以
下
「
本

件
目
録
」
と
い
う
。）
記
載
の
発
言
を

し
た
。

上
記
発
言
の
後
、
県
知
事
か
ら
、
被

上
告
人
の
発
言
の
中
に
は
事
実
を
誤
認

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ

れ
た
。
ま
た
、出
席
議
員
の
中
か
ら
も
、

同
発
言
中
に
不
穏
当
と
思
わ
れ
る
箇
所

が
あ
る
た
め
、
県
議
会
議
長
に
お
い
て

速
記
録
を
精
査
し
た
上
で
善
処
す
べ
き

で
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

（
２
）
県
議
会
議
長
は
、
平
成
26
年

10
月
７
日
付
け
で
、被
上
告
人
に
対
し
、

地
方
自
治
法
１
２
９
条
１
項
に
基
づ

き
、
本
件
目
録
記
載
の
発
言
の
う
ち
同

目
録
中
の
取
消
線
が
付
さ
れ
た
部
分

（
以
下
「
本
件
発
言
部
分
」
と
い
う
。）

を
取
り
消
す
よ
う
命
じ
た
（
本
件
命

令
）。

（
３
）
ア　

愛
知
県
議
会
会
議
規
則

（
昭
和
31
年
10
月
20
日
愛
知
県
議
会
規

則
。
以
下「
本
件
規
則
」と
い
う
。）は
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
会
議
規

則
の
制
定
を
義
務
付
け
た
地
方
自
治
法
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１
２
０
条
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
件
規
則
は
、
議
事
は
速

記
法
に
よ
っ
て
速
記
す
る
と
し

（
１
２
１
条
２
項
）、
会
議
録
は
印
刷
し

て
県
議
会
議
員
及
び
関
係
者
に
配
布
す

る
（
以
下
、
こ
の
会
議
録
を
「
配
布
用

会
議
録
」
と
い
う
。）
と
し
て
い
る

（
１
２
２
条
）
が
、
配
布
用
会
議
録
に

は
秘
密
会
の
議
事
並
び
に
県
議
会
議
長

が
取
消
し
を
命
じ
た
発
言
及
び
62
条
の

規
定
に
よ
り
県
議
会
議
員
が
自
ら
取
り

消
し
た
発
言
は
掲
載
し
な
い
と
し
て
い

る
（
１
２
３
条
）。

イ　

被
上
告
人
の
本
件
目
録
記
載
の

発
言
は
、
県
議
会
議
長
が
地
方
自
治
法

１
２
３
条
１
項
に
基
づ
き
作
成
さ
せ
た

平
成
26
年
９
月
定
例
愛
知
県
議
会
会
議

録
（
会
議
録
５
号
）
の
原
本
に
は
全
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
上
記
発
言

の
う
ち
本
件
発
言
部
分
は
、
配
布
用
会

議
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
会
議
録

や
会
議
中
継
録
画
に
お
い
て
も
削
除
さ

れ
て
い
る
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

し
た
上
で
、
本
件
訴
え
を
適
法
と
し
、

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
裁
判
所
法
３
条
１
項
に
い
う

一
切
の
法
律
上
の
争
訟
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
法
律
上
の
係
争
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
中
に
は
事
柄
の
特
質
上

自
律
的
な
法
規
範
を
有
す
る
団
体
の
内

部
規
律
の
問
題
と
し
て
自
治
的
措
置
に

任
せ
る
の
を
適
当
と
す
る
も
の
が
あ

る
。
そ
し
て
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

議
会
に
お
け
る
法
律
上
の
係
争
に
つ
い

て
は
、
一
般
市
民
法
秩
序
と
直
接
の
関

係
を
有
し
な
い
内
部
的
な
問
題
に
と
ど

ま
る
限
り
、
そ
の
自
主
的
、
自
律
的
な

解
決
に
委
ね
る
の
を
適
当
と
し
、
裁
判

所
の
司
法
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁

昭
和
34
年
（
オ
）
第
10
号
同
35
年
10
月

19
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
14
巻
12
号

２
６
３
３
頁
参
照
）。

（
２
）
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
事
機
関
と
し
て
の
自
主
的
か

つ
円
滑
な
運
営
を
確
保
す
べ
く
、
そ
の

性
質
上
、
議
会
の
自
律
的
な
権
能
が
尊

重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
地
方
自

治
法
１
０
４
条
は
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
長
は
、
議
場
の
秩
序
を

保
持
し
、
議
事
を
整
理
す
る
旨
を
規
定

し
、
同
法
１
２
９
条
１
項
は
、
議
会
の

会
議
中
、
同
法
又
は
会
議
規
則
に
違
反

し
そ
の
他
議
場
の
秩
序
を
乱
す
議
員
が

あ
る
と
き
は
、
議
長
は
、
発
言
を
取
り

消
さ
せ
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
そ
の
日
の
会
議
が
終
わ
る
ま
で
発

言
を
禁
止
し
又
は
議
場
の
外
に
退
去
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
規
定
等
に
照
ら
せ
ば
、

同
法
は
、
議
員
の
議
事
に
お
け
る
発
言

に
関
し
て
は
、
議
長
に
当
該
発
言
の
取

消
し
を
命
ず
る
な
ど
の
権
限
を
認
め
、

も
っ
て
議
会
が
当
該
発
言
を
め
ぐ
る
議

場
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
等
に
関
す
る

係
争
を
自
主
的
、
自
律
的
に
解
決
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。

そ
し
て
、
本
件
規
則
１
２
３
条
は
、

配
布
用
会
議
録
に
は
県
議
会
議
長
が
取

消
し
を
命
じ
た
発
言
を
掲
載
し
な
い
旨

を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
規
定

は
上
記
の
と
お
り
議
長
に
議
場
に
お
け

る
秩
序
の
維
持
等
の
権
限
を
認
め
た
地

方
自
治
法
１
０
４
条
及
び
１
２
９
条
１

項
の
規
定
を
前
提
と
し
て
定
め
ら
れ
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
議

本
件
命
令
の
適
否
が
司
法
審
査
の
対
象

と
な
ら
な
い
と
し
た
第
１
審
判
決
を
取

消
し
、本
件
を
第
１
審
に
差
し
戻
し
た
。

本
件
規
則
１
２
１
条
２
項
が
原
則
と

し
て
県
議
会
議
員
の
議
事
に
お
け
る
発

言
を
逐
語
に
よ
り
会
議
録
原
本
に
記
載

し
、
同
規
則
１
２
２
条
が
配
布
用
会
議

録
を
議
会
外
に
配
布
す
る
こ
と
を
定
め

た
趣
旨
は
、
地
方
自
治
法
１
２
３
条
１

項
が
議
長
に
付
与
し
た
会
議
録
調
製
権

を
制
限
し
、
同
法
１
１
５
条
に
い
う
議

事
の
公
開
の
原
則
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
あ
り
、
県
議
会
議
員
に
対
し
、
そ
の

発
言
が
逐
語
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
配
布

用
会
議
録
が
議
会
外
に
配
布
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
住
民
に
公
開
さ
れ
る
こ
と

を
保
障
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
上
記
の
発
言
が
配
布
用
会
議

録
に
記
載
さ
れ
る
権
利
は
一
般
社
会
と

直
接
関
係
す
る
重
要
な
権
利
で
あ
り
、

こ
れ
を
制
限
す
る
本
件
命
令
の
適
否

は
、
議
場
の
秩
序
保
持
と
い
う
単
な
る

内
部
規
律
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
裁

判
所
法
３
条
１
項
に
い
う
法
律
上
の
争

訟
と
し
て
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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事
を
速
記
法
に
よ
っ
て
速
記
し
、
配
布

用
会
議
録
を
関
係
者
等
に
配
布
す
る
旨

を
定
め
た
同
規
則
１
２
１
条
２
項
及
び

１
２
２
条
は
、
同
規
則
１
２
３
条
の
規

定
と
併
せ
て
、
同
法
１
２
３
条
１
項
が

定
め
る
議
長
に
よ
る
会
議
録
の
調
製
等

に
つ
い
て
具
体
的
な
規
律
を
定
め
た
も

の
に
と
ど
ま
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
り
、
県
議
会
議
員
に
対
し
て
議
事
に

お
け
る
発
言
が
配
布
用
会
議
録
に
記
載

さ
れ
る
権
利
利
益
を
付
与
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。し
た
が
っ
て
、

県
議
会
議
長
に
よ
り
取
消
し
を
命
じ
ら

れ
た
発
言
が
配
布
用
会
議
録
に
掲
載
さ

れ
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
発
言
の

取
消
命
令
の
適
否
が
一
般
市
民
法
秩
序

と
直
接
の
関
係
を
有
す
る
も
の
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
適
否
は
県
議

会
に
お
け
る
内
部
的
な
問
題
と
し
て
そ

の
自
主
的
、
自
律
的
な
解
決
に
委
ね
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
県
議
会
議

長
の
県
議
会
議
員
に
対
す
る
発
言
の
取

消
命
令
の
適
否
は
、
司
法
審
査
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。　

５　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は

理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ

な
い
。
そ
し
て
、
以
上
に
説
示
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
訴
え
は
不
適
法

で
あ
り
、
こ
れ
を
却
下
し
た
第
１
審
判

決
は
正
当
で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人
の

控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

小
池
裕　

裁
判

官　

池
上
政
幸　

裁
判
官　

木
澤
克
之

裁
判
官　

山
口
厚　

裁
判
官　

深
山
卓

也
）


